
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ☆「クワ科 マグワ」☆  ☆「レンプクソウ科 ガマズミ」☆ 「アカバナ科 ユウゲショウ」  
クワには野生種のヤマグワと栽培  山地や丘陵地の明るい草原や林   夕化粧。北アメリカ原産の帰 
種のマグワがあり、マグワは果実  に生える落葉低木。丈夫でよく   化植物。名のとおり夕方に開 
の花柱（雌しべの跡）が短い。   分枝するため庭木としても人気。  花するが昼間も咲き残る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆「キンポウゲ科 キツネノボタン」☆ ☆「アヤメ科 ニワゼキショウ」☆ ☆「アヤメ科 オオニワゼキショウ」☆ 
狐の牡丹。田や小川の縁などやや  庭石菖。北アメリカ原産で道ば  高さ 20～30cm でニワゼキショウ 

 湿ったところに生える。実の形か  たや芝生に生える。花には紅紫  より大きいが、花は直径 1cm と 
 らコンペイトウグサとも呼ばれる。 色と白色のタイプがある。    逆に小さい。果実はやや大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「ウツボ科 トラウツボ」 「クロナマコ科 ニセクロナマコ」  「ハゼ科 アゴハゼ」 

顎が湾曲して完全に閉じられない 体長 20～30cm。紀伊半島以南のサ  全長 8cm。岩礁海域の潮間帯に 
こと、後鼻孔が長く伸びて角のよ ンゴ礁域に生息。刺激すると肛門   生息。頭が上から押しつぶさ 
うに見えることなどが特徴。   から白い糸のような内臓を出す。   れたように平たく口が大きい。 
 

☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見に行くこともできますよ♪ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          宇久井ビジターセンター 
                          2019 年 5 月後半号 

5月に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

初夏を感じさせる園地内は新緑がとてもまぶしく、さわやかです♪ 

たくさんの生き物の活発な様子を観察しにお越しくださいね！ 
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倒木の為、通行困難
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至 R42

至休暇村

足元注意
ヤブツバキ群生地

作業ヤード

上野展望台
敵船監視場跡

灯台まであと４分

木のすき間から浜が見えます。

木のすき間から
海が見えます。

沢

ビジター
センター

（上地の浜）

千尋の浜

取

の

外

松尾展望広場

地玉（じごく）の浜

駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

宇久井半島見どころマップ
吉野熊野国立公園

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約15分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約2       5分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

凡例

Ｐ 駐車場

あずまや

案内板

展望地

水道

お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

竹
林

竹林

水壺の跡

周回ルート

千尋の浜
方面

フェリーターミナル方面
通行できません
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ヤブツバキ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤブツバキ

ヤブツバキ

ヤブニッケイ

モチツツジ

モチノキ

モチノキ

モチノキ

マルバウツギ

ホルトノキ

ヘラシダ

ヒメユズリハ

ヒサカキ

ヒサカキ

ヒサカキ

ハマオモト
ハマナデシコ
ハマゴウ
ハマナタマメ
トベラ

ハゼノキ
（メジロがよく食べに来ます）

ネズミモチ

トベラ

トベラ

タブノキ

タイミンタチバナ

スダジイ

シロダモ

シロダモ

シロダモ

クスノキ

カンコノキ

カラスザンショウ

オガタマノキ

アキグミ

アオノクマタケラン

メジロ
キジバト
ヒヨドリ
ウグイス

ハマダイコン

オオシマザクラ

ヤマザクラ

ゲンゲ

オオシマザクラ

オオシマザクラ

カラスノエンドウ

タチツボスミレ
タチツボスミレ

セイヨウタンポポゲンゲ

タチツボスミレ

ホトケノザ

オオシマザクラ
ヤマザクラ

オオシマザクラ

オオジシバリ

エナガ・コゲラ

春版


